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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和3年11月11日(2021.11.11)

【公開番号】特開2020-59168(P2020-59168A)
【公開日】令和2年4月16日(2020.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-015
【出願番号】特願2018-190402(P2018-190402)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/14     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/14     ２０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/14     ５０１　
   Ｂ４１Ｊ    2/14     ６０７　
   Ｂ４１Ｊ    2/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月1日(2021.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を吐出するための吐出口と、液体を吐出するために利用されるエネルギーを発生す
るエネルギー発生素子が配される流路と、前記吐出口と前記流路とを連通する吐出口部と
、外部から液体を供給するための供給流路と、外部へ液体を回収するための回収流路と、
を備える液体吐出ヘッドであって、
　前記外部から供給される液体の水分量が６５ｗｔ％以下であり、
　前記流路の内部の液体は当該流路の外部との間で循環されることを特徴とする液体吐出
ヘッド。
【請求項２】
　前記供給される液体の水分量が６０ｗｔ％以下である請求項１に記載の液体吐出ヘッド
。
【請求項３】
　前記供給される液体の水分量が５５ｗｔ％以下である請求項１に記載の液体吐出ヘッド
。
【請求項４】
　前記流路と前記吐出口部との連通部の、前記流路内の液体の流れ方向に関する上流側で
の前記流路の高さをＨ、前記吐出口から液体が吐出される方向における前記吐出口部の長
さをＰ、前記流路内の液体の流れ方向における前記吐出口部の長さをＷ、
とした場合に、
　Ｈ―０．３４×Ｐ－０．６６×Ｗ＞１．５
を満たす請求項１乃至３のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項５】
　前記流路と前記吐出口部との連通部の、前記流路内の液体の流れ方向に関する上流側で
の前記流路の高さをＨ、前記吐出口から液体が吐出される方向における前記吐出口部の長
さをＰ、前記流路内の液体の流れ方向における前記吐出口部の長さをＷ、
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とした場合に、
　Ｈ―０．３４×Ｐ－０．６６×Ｗ＞１．７
を満たす請求項１乃至３のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項６】
　前記Ｈが２０μｍ以下、前記Ｐが２０μｍ以下、前記Ｗが３０μｍ以下である請求項４
または５に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項７】
　前記流路内の液体の流れの速さが０．１ｍｍ／ｓ以上、１００ｍｍ／ｓ以下である請求
項１乃至６のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項８】
　前記供給される液体の固形分量が１０ｗｔ％以上である請求項１乃至７のいずれか１項
に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項９】
　前記供給される液体は自己分散顔料を含む請求項１乃至８のいずれか１項に記載の液体
吐出ヘッド。
【請求項１０】
　前記供給される液体を加熱するための加熱手段を備える請求項１乃至９のいずれか１項
に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１１】
　前記エネルギー発生素子が形成される記録素子基板を備え、
　前記液体を循環させるための動力源であるポンプは前記記録素子基板に設けられている
ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１２】
　液体を保持する共通液室を備え、
　前記流路は、前記エネルギー発生素子を備える圧力室と、前記圧力室と前記共通液室と
を連通する第１の流路と、前記圧力室と前記共通液室とを連通する第２の流路と、を含み
、前記ポンプは前記第２の流路に設けられていることを特徴とする請求項１１に記載の液
体吐出ヘッド。
【請求項１３】
　前記第２の流路は屈曲部を備える略Ｕ字形状であることを特徴とする請求項１２に記載
の液体吐出ヘッド。
【請求項１４】
　前記ポンプは、前記エネルギー発生素子とは別に設けられる、前記液体中に気泡を発生
させる発熱素子であることを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の液体
吐出ヘッド。
【請求項１５】
　前記液体を循環させるための動力源であるポンプは体吐出ヘッドの外部に設けられてい
ることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１６】
　前記エネルギー発生素子は前記液体中に気泡を発生させる発熱素子であることを特徴と
する請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッドを有することを特徴とする液
体吐出装置。
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